




Identity and “Tradition” in Contemporary China:








































































































































































































































































































































3） 緒方康「現代中国の儒教運動―蒋慶の政治儒学に見る文化主権の諸問題―」ICCS Journal of Modern 























edited by Daniel A. Bell and Ruiping Fan, translated by Edmund Ryden, A Confucian Constitutional Order: How China’s 







幌学院法学』第 22巻 1号（2005年 11月）などを参照。なお杜鋼建は 1990年代から同様の主張を行っているよ
うです。
18） Juntao Wang, Reverse Course, VDM Verlag, 2008. また、黎萍『中国下一歩怎様走―当代精英大論争』明鏡出版
社、1998年なども参照。王軍濤は 1980年代に中国で民主化運動に関わり、第二次天安門事件後に投獄を経てア
メリカに渡り、アメリカで運動を続けている人物です。Reverse Courseは政治運動のかたわらコロンビア大学に
提出した博士論文を元にしています。
19） 新儒家については、シンポジウムの後に、下記の研究が刊行されたことを補足しておきます。ただしその内
容を本稿に取り入れるに至っていません。朝倉友海『「東アジアに哲学はない」のか―京都学派と新儒家―』
岩波書店、2014年。
20） 馬立誠、前掲書では、易中天と袁偉時による批判が紹介されています。
21） この最後の論点は、シンポジウム開催時には念頭になく、本稿執筆時に追加したものです。
22） 島田虔次『新儒家哲学について―熊十力の哲学―』同朋舎、1987年。
23） 経済発展を背景としていることからは、さらなる検討課題、例えば次の二点が導かれると思われますが、今
後の課題としたいと思います。（1）「仏教社会主義（ビルマ）」や「イスラム社会主義」は現代の中国とは違っ
て経済発展がうまくいかない中で登場したと思われること。（2）儒教の復興とナショナリズムとの関係（本稿
の「2．20世紀以降の儒教」で少し触れました）。
